
70ドル割れ、供給不安緩和で戻り売り優勢
NY原油先物相場は、1バレル=70ドルの節目を割り込み、10月1日以来の安値を更新する展開になった。

イスラエルがイラン石油施設を攻撃するリスクを背景に、10月8日には78.46ドルまで急伸していた。

しかし、14日に米ワシントン・ポスト紙が、イスラエルはイラン石油・核施設の攻撃を行わないと米政

府に通知したと報じると、利食い売り優勢の展開になった。中東の地政学リスクから原油需給緩和見通

しに焦点が移行しており、週末には68ドル台中盤まで値下がりしている。石油輸出国機構（OPEC）が

世界石油需要見通しを引き下げたこと、国際エネルギー機関（IEA）が年明け後の大幅な需給緩和見通

しを示したこともネガティブ。

IEAはイラン産原油の供給リスクについて、世界の石油需要の伸びが急速に減速していること、OPECプ

ラス以外の増産圧力の強さ、OPECの増産余力が過去最高水準あること、中国など各国が十分な原油備

蓄を保有していることで、対応可能との見通しを示している。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月11日時点）は、原油が前週比219万バレル減、ガ

ソリンが220万バレル減、石油精製品が353万バレル減となった。
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【現状確認】
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供給障害なければ上値重い展開に、年初来安値も視野
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【展望】

イスラエルによるイラン石油施設に対する攻撃の有無が重視

される地合が続いていたが、緊張状態が緩和している。イス

ラエルは正式な声明を出していないが、このままイラン産原

油供給に大きな混乱が生じないのであれば、需給緩和見通し

の織り込みが優勢の地合に回帰する見通し。地政学リスクか

ら需給へのテーマシフトが促されているのは、4月にイスラ

エルとイランの軍事衝突がみられた際の急伸、その後に急反

落となった地合の再現をイメージさせる。

今週は特に大きなイベントなどは予定されていないが、前週

のIEA月報で大幅な需給緩和見通しが再確認されたこともあ

り、戻り売り優勢の展開が支持されやすい。中国で景気対策

を巡る動きが活発化していることはポジティブだが、12月に

は石油輸出国機構（OPEC）プラスの減産縮小も予定されて

おり、需給の緩みに対する警戒感を払しょくするのは難しい。

70ドルの節目を割り込んだことで、9月10日に付けた年初来

安値65.27ドルにどこまで迫るのかが注目される地合になろ

う。

中東情勢に関しては、依然として流動的である。10月17日に

ハマスの最高幹部シンワル氏がイスラエル軍によって殺害さ

れた。これによってハマスの組織瓦解で緊張状態が緩和され

るとの見方と、逆に一段と緊張感が高まるとの見方が交錯し

ている。イスラエルはヒズボラとの戦闘を本格化させる一方、

イランに対する報復攻撃がいつ行われても不思議ではない状

況が続くため、原油相場の地合が突然に急変するリスクには

引き続き求められる。特に原油供給に対する実害が景気され

ると、急伸対応を迫られるリスクは残されている。
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